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『
日
本
書
紀
』
分
注
の
分
類
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
問
題

一
　
は
じ
め
に

『
日
本
書
紀
』
（以
下
、
書
紀
と
略
称
）
に
は
本
文

の
記
事

。
所
伝

。
用

字

・
用
語
等
に
対
し
、
訓
詰
を
含
む
多
数
の
注
記
が
存
す
る
。
そ
の
多
く
は

本
文
に
対
し
小
字
二
行

（小
書
双
行
と
も
）
の
書
式
を
と
り
、
こ
れ
を
分
注

と
称
す
る
。
こ
の
分
注
が

一
体
ど
の
段
階
で
付
け
加
え
ら
れ
た
の
か
は
古
来

論
議
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
は
分
注
全
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
本
注

・
後
注
と
い
っ
た
立
場
は
と

ら
な
い
。
分
注
の
内
容
は
、
逐

一
の
考
証
を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
そ
の

検
討
は
後
に
譲
り
、
ま
ず
は
そ
の
基
礎
と
な
る
分
注
を
分
類
し
、
今
後
の
研

究
の
便
宜
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一

『
日
本
書
紀
』
の
注

そ
も
そ
も
書
紀
に
お
け
る
注
は
、
漢
籍
に
付
さ
れ
る
そ
れ
と
は
注
と
し
て

の
あ
り
方
が
根
本
的
に
異
な
る
。
次
に
あ
げ
る
の
は
顔
師
古
の

『
前
漢
書
叙

是

澤

範

例
』
第
二
条
の

一
節
で
あ
る
。

漢
書
奮
く
は
注
解
な
し
。
唯
、
服
虔

。
応
勘
等
、
各
音
義
を
為
り
、
自

ら
別
に
施
行
す
る
の
み
。
（漢
文
省
略
）

つ
ま
り

『
漢
書
』
の
場
合
、
編
纂
時
に
注
が
併
存
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な

か

っ
た
の
で
あ
る
。
「古
典
作
品
は
原
作
が
裸
の
ま
ま
で
伝
わ

っ
て
い
る
の

（
２
）

で
は
な
く
、
異
本
、
注
釈
、
鑑
賞
な
ど
の
集
大
成
に
つ
つ
ま
れ
」
る
重
層
的

な
も
の
で
あ
る
。
書
紀
に
は
そ
の
重
層
性
が
編
纂
の
段
階
で
備
わ

っ
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
原
資
料
の
存
在
を
意
味
す
る
。
そ
の
代
表
が
神
代
紀

の

「
一
書
」
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
『
釈
日
本
紀
』
に
引
く
延
喜
年

間
講
書
に
お
け
る
書
紀
の

「
一
書
」
等
に
関
す
る
間
答
で
あ
る
。

問
。
此
書
之
注
、
不
レ
釈
二
史
文
「
多
引
「
載

一
書
、
或
説
「
其
意
如
何
。

答
。
師
説
。
此
注
之
中
非
レ
無
二
解
釈
「
但
又
引
「
載

一
書
、　
一
説
、

或
日
、
亦
日
者
「
上
古
之
間
、
好
事
之
家
所
レ
著
二
古
語
之
書

・、
梢

有
二
其
数

・也
。
選
二
此
書

・之
時
、
雖
下
不
二
悉
採
用
一而
亦
不
ι
能
レ
弄
、

偶
所
二
加
載

一也
。
是
則
斐
松
之
三
国
志
注
例
也
。



こ

（
れ
聾
、
書
紀
の
特
徴
を
な
す

「
一
書
」
等
の
異
伝
併
載
の
方
式
を

「
注
」

と
し
て
、
そ
れ
が

『
三
国
志
』
斐
松
之
の
注
例
に
倣

っ
た
も
の
と
す
る
。
斐

松
之
の
注
は

『
三
国
志
』
成
立
の
約
百
年
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

表
松
之
は

「
上
三
国
志
注
表
」
に
お
い
て
、
陳
寿

『
三
国
志
』
の
叙
述
の
簡

略
さ
と
脱
漏
の
欠
点
を
述
べ
、
そ
れ
を
補
う
こ
と
を
注
作
成
の
目
的
の
ひ
と

つ
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
以
下
は
、
蓑
松
之
が
注
を
作
成
す
る
方
針

を
、
吉
川
忠
夫
氏
が
箇
条
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
陳
寿
の
遺
漏
を
補
う
こ
と

二
、
ひ
と

つ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
複
数
の
記
録
が
存
在
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
列
挙
し
て
異
聞
を
そ
な
え
る
こ
と

三
、
あ
や
ま
り
を
た
だ
す
こ
と

四
、
い
さ
さ
か
の
論
評
を
加
え
る
こ
と

Ｇ
正
史
三
国
志
』
２
　
ち
く
ま
学
芸
文
庫

「
解
説
」
五
二
六
頁
に
よ
る
）

書
紀
に
お
け
る
異
伝
併
載
の
方
式
を
斐
松
之
注
に
倣

っ
た
の
は
そ
う
か
も
し

れ
な
い
が
、
書
紀
の
場
合
、
そ
の
異
伝
の
扱
い
方
が
巻
に
よ
り
異
な
る
。

つ

ま
り
、
神
代
紀
に
お
い
て
は

「
一
書
」
と
し
て
異
伝
を
併
載
す
る
も
、
そ
こ

に
編
者
の
考
え
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な
」
。
厳
正
で
は
な
い
に
し
ろ
資

料
批
判
を
多
少
な
り
と
も
伴
う
蓑
松
之
と
は
そ
の
点
異
な
る
が
、
そ
れ
は
編

纂
者
と
注
釈
者
と
の
立
場
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、

蓑
松
之
注
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
巻
三
以
降
の
分

注
に
あ
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
装
松
之
の
注
の
方
針
は
、
書
紀
の
注
の
内
容
と

合
致
す
る
。
ま
た
、
分
注
の
件
数
の
多
寡
や
内
容
に
よ
る
異
な
り
が
巻
に
よ

り
区
分
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
太
田
善
麿

（
一
九
四
七
）
が
指
摘
し
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
如
上
の
状
況
を
鑑
み
、
本
稿
は
書
紀
編
纂
上
の
問
題
に

関
す
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
書
紀
に
み
ら
れ
る
注
記
的
記
述
を
、
そ
の
形

式
と
内
容
か
ら
分
類

・
整
理
し
て
分
注
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
。
な
お
、

神
代

（巻

一
、
一
し

の

「
一
書
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
本
来

一
書
自
体
が
小
字
二
行

（小
書
双
行
）
で
書
か
れ
て
い
た

と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ

圭
邑

に
お
け
る
注
記
が
結
果
と
し
て
分
注
に

は
な

っ
て
い
な
い
が
、
訓
注
等
明
ら
か
に
他
巻
で
の
注
記
と
同

一
視
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
分
注
と
し
て
処
理
す
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
デ
ー
タ

（関
連
す
る
も
の
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
さ
れ
た
も
の
）
と
し
て
の
処
理
で
あ

Ｚつ
。

〓
一　
書
紀
分
注
の
分
類

近
代
以
降
、
書
紀
の
研
究
は
、
歴
史
学
者
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
国
語
国

文
学
者
は
歌
謡
と
訓
注
、
神
話
、
訓
詰
と
出
典
論
を
主
に
研
究
の
対
象
と
し

て
き
た
。
ま
た
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
校
注
に
関
し
て
は
、
担
当
者

・
協

力
者
と
し
て

「国
漢
文
」、
「東
洋
史

・
朝
鮮
史
」
、
「建
築
史
」
、
「国
史
」
、

「漢
文
」、
「国
語
学
」
、
ヨ
〔想
史

（仏
教
と
、
「神
話

・
説
話
」
の
専
門
家
の

名
前
が
あ
が
り
、
多
分
野
に
わ
た
る
包
括
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。
そ
の
中
で
も
定
本
作
成
の
問
題
は
、
神
代
巻
こ
そ
中
村
啓
信
編

『校
本
日
本
書
紀
』
（角
川
書
店

。
全
四
冊
）
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
坂
本
太
郎

（
一
九
六
七
）
の

「誰
も
が
気
に
し
な
が
ら
、
ま
だ
十
分
と
言
え
な
い
の
が

実
状
で
あ
る
」
と
い
う
言
の
ま
ま
今
に
至
る
と
い
っ
て
よ
い
。
本
稿
で
は
、

テ
キ
ス
ト
と
し
て
注
が
充
実
す
る
古
典
文
学
大
系
本

（巻

一
、
二
は
卜
部
兼



方
本
、
巻
三
以
降
は
卜
部
兼
右
本
を
底
本
と
す
る
）
を
使
用
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
書
紀
の
分
注
を
分
類
し
た
も
の
と
し
て
、
上
田
正
昭

（
一
九

二全
〇
、
自
藤
礼
幸

（
一
九
六
八
）
が
部
分
的
に
提
示
し
た
も
の
が
あ
る
。

近
年
で
は
柳
攻
和

（
二
〇
〇
六
）
が
国
史
大
系
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
無
書

名
分
注
を
分
類
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
、
区
分
論
と
の
関
わ
り
に
ま
で
及
ん

だ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
、
自
藤
氏
の
分
類
は
、
文
末
助
字
の
分
析
に
主
眼
を
置
い
た
点
に
特

徴
が
あ
る
が
、
そ
の
大
枠

（
一
～
三
）
は
書
紀
分
注
分
類
の
基
本
と
な
る
。

一
、
他
書
よ
り
の
引
用

二
、　
一
書
な
ど
、
書
紀
資
料

一
本
よ
り
の
文

三
、
本
文
に
付
し
た
注
釈

１
、
訓
注
文
末
の
助
辞

２
、
他
書
よ
り
の
語
引
用

３
、
事
項
的
説
明

４
、
叙
述
的
説
明

５
、
筆
者
の
態
度
を
表
わ
す
注

別
分
類
と
し
て
さ
ら
に
句
形

・
句
法
の
枠
を
設
け
、
文
末
助
字
の
観
点
か
ら

区
分
論
と
の
現
象
の
類
似
を
指
摘
す
る
。
本
稿
も
、
分
注
の
分
類
に
際
し
、

ま
ず
形
式
に
よ
る
分
類
の
大
枠
と
し
て
白
藤
氏
の
三
分
類
を
利
用
し
た
い
。

氏
の
分
類
は
と
り
わ
け

「
一
。
二
は
編
者
自
身
に
よ
る
用
字
で
は
な
く
、
三

の
み
が
編
者
に
よ

っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

（
三
二
三
頁
）
と
い
う
指
摘
が
注
目
に
値
す
る
。

つ
ま
り
、
形
式
に
よ
る
分

類
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
か
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

［形
式
に
よ
る
分
類
］

Ａ
　
引
用
　
　
引
用
す
る
書
名
等
を
明
示
し
て
引
用
部
を
あ
げ
る
形
式

Ｂ
　
異
伝
　
　
書
名
等
を
明
示
せ
ず
、
引
用
部
を
あ
げ
る
形
式

（亦
云

は
除
く
）

Ｃ
　
編
者
注
　
引
用

・
異
伝
以
外
の
、
編
者
に
よ
る
形
式

な
お
、
Ａ
の

「引
用
す
る
書
名
等
」
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

『魏
志
』
、
『起
居
注
』
（並じ
、
『百
済
記
』
、
『
百
済
新
撰
』
、
『
百
済
本

記
』
、
『
日
本
世
記
』
、
「伊
吉
連
博
徳
書
」、
「難
波
吉
士
男
人
書
」
、
コ
旧

第
』、
「国
老
」
、
碑
文

ま
た
、
Ｂ
の
引
用
形
式
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ヨ

書
日
」
、
ヨ

書
云
」、
ヨ

云
」、
ヨ

本
云
」、
「或
本
一至
、
「或
云
」
、

「
旧
本
云
」
、
「別
本
云
」
、
「或
所
云
」、
「古
語
云
」

こ
の
分
類
で
は
例
え
ば
次
の
点
が
注
意
さ
れ
る
。
（引
用
部
に

「」
を
付
す
）

①
百
済
本
記
云

「為
尋
岐
弥
、
名
有
非
岐
。
」。
　
　
　
　
　
（巻

一
九
）

②
百
済
本
記
云

「久
羅
麻
致
支
弥
、
従
日
本
来
。
」
未
詳
也
。
（巻

一
七
）

③
百
済
記
云

「職
麻
那
々
加
比
脆
」
者
、
蓋
是
欺
也
。
　
　
　
（巻
九
）

①
は
、
『百
済
本
記
』
か
ら
の
引
用
の
み
の
注
記
と
見
な
さ
れ
る
が
、
②
③

は
引
用
後
に

「未
詳
也
」
「蓋
是
欺
也
」
と
い
う
編
者
の
注
が
付
き
、
箇
所

と
し
て
は

一
箇
所
の
分
注
で
あ
る
が
、
項
目
数
と
し
て
は
、
引
用
と
編
者
注

の
二
件
か
ら
な
る
注
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
②
③
は

一
文
中
に
Ａ
と
Ｃ
の
形
式

が
併
記
も
し
く
は
複
合
し
て
い
る
と
見
な
す
。
こ
れ
ま
で
の
分
類
は
、
箇
所

と
し
て
の
カ
ウ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
分
注
研
究
の
性
質
上
、
こ



の
分
類
で
は
さ
ら
に
対
象
を
詳
し
く
区
切
り
、
項
目
数
を
基
軸
に
カ
ウ
ン
ト

す
る
。

次
に
柳
氏
は
、
ま
ず
書
紀
分
注
を
内
容
か
ら
分
類
じ
、
そ
れ
を
無
書
名
分

注
か
否
か
に
分
け
る
。

Ａ
　
　
固
有
名
の
異
名

Ｂ
ｌ
　
固
有
名
の
異
説

Ｂ
２
　
固
有
名
の
補
足
説
明

Ｃ
ｌ
　
記
事
内
容
の
異
説

Ｃ
２
　
記
事
内
容
の
補
足
説
明

そ
の
う
え
で
、
無
書
名
分
注
に
Ａ
、
Ｂ
ｌ
、
Ｃ
ｌ
は
な
く
、
本
文
の
補
足
説

明

（
Ｂ
２
、
Ｃ
２
）
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
無
書
名

分
注
の
補
足
説
明
を
内
容
に
よ
り
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

（
イ
）
本
文
記
事
の
理
解
を
助
け
る
た
め
の
補
足
説
明

（
口
）
編
纂
の
方
針
や
同
記
事
出
現
に
関
す
る
指
示

（
ハ
）
本
文
記
事
の
不
明
瞭
な
部
分
に
対
す
る
客
観
的
判
断
に
よ
る
解
釈

を
示
す

（
二
）
閾
名
、
開
姓
な
ど
に
関
す
る
記
事

（
ホ
）
古
俗
、
国
老
に
根
拠
し
た
補
足
説
明

（
へ
）
固
有
名
や
語
彙
の
訓
み
方
に
関
す
る
注
記

（
卜
）
重
引
分
注
で
複
数
の
補
足
説
明
か
ら
な
る
も
の

そ
し
て
、
（
イ
）
（
ハ
）
に
つ
い
て
は
、
下
位
分
類
と
し
て

ａ
　
続
柄
に
関
す
る
も
の

ｂ
　
人
名
に
関
す
る
も
の

ｃ
　
地
名
に
関
す
る
も
の

ｄ
　
語
彙
に
関
す
る
も
の

ｅ
　
内
容
的
な
説
明

ｆ
　
年
齢
を
記
す
も
の

ｇ
　
冠
位
を
記
す
も
の

を
設
け
、
（
口
）
に
つ
い
て
は
、
二

つ
の
下
位
分
類
を
設
け
る
。

ａ
　
以
下
同

一
の
方
針
を
と
る
こ
と
を
示
す
も
の

ｂ
　
本
文
の
同
記
事
出
現
に
関
す
る
指
示

無
書
名
分
注
に
注
目
し
た
点
で
は
上
田
氏
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
上

田
氏

「
二
三

一
項
目
ば
か
り
」
に
対
し
、
柳
氏
二
六
〇
と
認
定
の
仕
方
に
差

異
が
見
ら
れ
る
。
上
田
氏
の
使
用
テ
キ
ス
ト
は
確
認
で
き
な
い
が
、
柳
氏
は

国
史
大
系
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て

「無
書
名
分
注

一
覧
表
」
を
巻
末
に
付
し
、

全
用
例
に
つ
き
検
証
可
能
で
あ
る
。
分
類
項
目
に
つ
い
て
は
柳
氏
に
よ
り
そ

の
体
系
が
ほ
ぼ
示
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
相
違
や
分
注
の
認

定
の
仕
方
に
よ

っ
て
数
値
に
相
違
が
出
て
く
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。
こ
こ

に
分
注
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

分
注
を
箇
所
＝
件
数
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
デ
ー
タ
上
の
基
本
で
あ
り
、

柳
氏
も

「
同

一
箇
所
に
注
記
さ
れ
た
も
の
は
内
容
上
二
事
項
以
上
に
わ
た
る

も
の
も

一
件
」
（太
田
善
麿

（
一
九
六
二
）
九
二
頁
）
と
数
え
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
柳
氏
は
訓
注

（
の
単
独
例
）
を
除
外
し
て
お
り
、
そ
れ
は

一
つ

の
見
識
で
あ
る
が
、
例
え
ば
書
紀
巻
第

一
の
最
初
の
分
注
を
見
て
み
よ
う
。

至
貴
日
レ
尊
。
自
余
日
レ
命
。
並
訓
二
美
挙
等

・也
。
下
皆
数
レ
此
。

こ
れ
は
、
柳
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば

「
ロ
ー

ａ
」
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
明
快



で
あ
る
。
但
し
、
分
注
を
デ
ー
タ
化
す
る
立
場
と
し
て
は
、
本
稿
の

「内
容

に
よ
る
分
類
」
で
示
せ
ば

「
倭
義
注
／
訓
注
／
編
纂
注
」
と
い
う
三
項
目
か

ら
な
る
分
注
と
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
番
号
の
付
し

方
も
、
全
項
目

・
箇
所

。
巻
別

。
区
分

・
分
類
項
目
別
等
、
複
層
的
な
コ
ー

ド
に
な
る
よ
う
配
慮
し
た
。
こ
の
よ
う
に
分
注
を
項
目
に
分
け
る
の
は
、
書

紀
に
は
二
項
目
以
上
に
わ
た
る
分
注
が
あ
り
、
そ
れ
を
ひ
と
ま
と
ま
り
で
処

理
す
る
と
、
次
の
例
な
ど
が
対
応
で
き
な
く
な
る
。

去
来
穂
別
天
皇
女
日
二
中
帝
姫
皇
女
「
／
更
名
長
田
大
娘
皇
女
也
。
／

大
鶴
鵜
天
皇
子
大
草
香
皇
子
、
妾
二
長
田
皇
女
ヽ
生
二
眉
輪
王

一也
。
於

後
、
穴
穂
天
皇
用
二
根
臣
議
ヽ
殺
二
大
草
香
皇
子
「
而
立
二
中
帝
姫
皇
女

一

為
二皇
后
つ
／
訓
測
∃
劉
馴
劉
到
馴
口
。
　
　
　
　
　
　
　
（巻

一
四
）

柳
氏
は
こ
の
分
注
を

「
イ
ー

ａ
」
と
す
る
が
、
傍
線
部
に
注
目
す
れ
ば
ロ
ー

ｂ
で
あ
り
、
二
つ
に
わ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
例
と
な
る
。
本
分
類

で
は

「／
」
で
区
切
り
、
「系
譜
注
／
異
名
注
／
詳
注
／
参
照
注
」
の
四
項

目
と
見
な
す
。

こ
の
よ
う
に
項
目
で
数
え
た
場
合
、
書
紀
の
分
注
は
九
二
五
項
目

（七
〇

八
箇
所
）
に
お
よ
純
。
そ
の
九
二
五
項
目
を
対
象
と
し
て
、
形
式
に
よ
る
分

類
と
は
別
に
機
能
に
よ
る
次
の
①
～
③
の
大
枠
を
設
定
し
、
内
容
に
よ
り
下

位
の
分
類
項
目
を
設
定
し
た
の
が
次
の
項
目

（
三
二
項
目
）
で
あ
る
。
用
例

数
と
と
も
に
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
。
（番
号
は
、
巻
を
表
す
）

［内
容
に
よ
る
分
類
］

①
辞
書
的
記
述

訓
注
　
　
３‐５
例
　
０１
　
日
本
此
云
耶
麻
騰
。

音
注
　
　
１０
例
　
０１
　
立日
、
力
丁
反
。

漢
義
注
　
１６
例
　
１５
　
雙
、
重
也
。

倭
義
注
　
９
例
　
０２
　
赤
女
即
赤
鯛
也
。

名
義
注
　
２２
例
　
１７
　
一局
向
者
、
越
前
国
邑
名
。

②
記
事
に
関
す
る
情
報
の
増
補
的
記
述

内
容
解
説
注
　
８２
例
　
０７
　
王
謂
日
本
武
尊
也
。

詳
注
　
　
７６
例
　
０９
　
日疋
年
、
晋
武
帝
泰
初
二
年
。

年
齢
注
　
１２
例
　
０９
　
時
年

一
百
歳
。

異
名
注
　
７８
例
　
０２
　
亦
名
神
戸
制
。

説
話
注
　
８
例
　
０６
　
伊
勢
神
宮
起
源
諄

（用
例
略
）
。

歌
謡
注
　
９
例
　
１８
　

一
本
、
以
陀
々
伺
、
易
伊
麻
伺
也
。

記
事
　
　
１０
例
　
１７
　
百
済
本
記
云
、
久
羅
麻
致
支
弥
、
従
日
本

来
。

氏
祖
注
　
８
例
　
０２
　
是
隼
人
等
始
祖
也
。

系
譜
注
　
３８
例
　
１９
　
王
子
恵
者
、
威
徳
王
之
弟
也
。

由
来
注
　
４
例
　
２０
　
属
是
時
、
有
新
羅
使
。
故
云
爾
也
。

本
位
注
　
３
例
　
３０
　
本
位
大
山
中
。

閾
漏
注
　
４３
例
　
１４
　
閾
名
。

人
名
注
　
１８
例
　
１４
　
適
稽
女
郎
也
。

異
文
併
載
注
　
７８
例
　
１３
　

一
云
、
流
伊
予
国
。

③
記
事
に
対
す
る
編
纂
者
の
主
体
的
記
述

編
纂
注
　
２８
例
　
０１
　
下
皆
数
此
。

参
照
注
　
１９
例
　
１４
　
語
在
穴
穂
天
皇
紀
也
。



疑
間
注
　
１５
例
　
１４
　
蓋
古
之
俗
乎
。

未
詳
注
　
２４
例
　
１９
　
語
訛
未
詳
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
分
類
結
果
を
巻
別

・
天
皇
紀
別
に
表
と
し
て
数
値
を
示

す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
分
析
を
主
た
る
目
的
と
し
て
は
い

な
い
の
で
別
稿
に
譲
る
。
上
田

（前
掲
）
は
古
事
記
と
書
紀
の
相
違
に
つ
い

て
、
古
事
記
が
別
伝

（異
伝
）
を
掲
載
し
な
い
点
を
あ
げ
る
。
例
え
ば
古
事

記
の
場
合
に
は
、
現
在
整
理
さ
れ
た
分
類
と
し
て
神
野
志
隆
光

（
一
九
八

三
）
の
八
分
類
が
あ
る
。
そ
の
分
類
は
次
の
と
お
り
だ
が
、
古
事
記
の
注
の

簡
潔
さ
と
と
も
に
、
書
紀
の
注
記
情
報
の
豊
富
さ
が
知
ら
れ
よ
梵
。

［古
事
記
の
注
］

字
の
よ
み
か
た
を
示
す
所
の
注

訓
注

・
声
注

・
音
読
注

（以
音
注
）
・
音
引
注

理
解
の
た
め
の
解
説
的
な
注

計
数
注

・
氏
祖
注

・
説
明
注

・
崩
御
干
支
注

ま
た
、
『続
日
本
紀
』
の
分
注
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

（
一
）
補
注

１
１
七

（
二
四

一
頁
）
に
よ
れ
ば
大
き
く
次
の
三
点
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
記
事
の
も
と
に
な

っ
た
原
史
料
に
、
本
文
ま
た
は
注
記
の
い
ず
れ

か
の
か
た
ち
で
分
注
に
相
当
す
る
字
句
が
あ
り
、
続
紀
編
纂
者
が
記

事
を
成
す
さ
い
に
、
そ
れ
を
分
注
と
し
て
注
記
し
た
。

二
、
原
史
料
に
は
相
当
す
る
字
句
が
な
か

っ
た
が
、
続
紀
編
纂
者
が
記

事
を
成
す
に
あ
た
り
、
補
足
ま
た
は
説
明
の
た
め
に
新
た
に
分
注
を

加
え
た
。

三
、
続
紀
の
編
纂
完
了
後
、
こ
れ
を
読
ん
だ
後
人
が
注
記
を
加
え
、
そ

れ
が
伝
写
の
間
に
ま
ぎ
れ
て
、
分
注
の
か
た
ち
で
今
日
に
伝
え
ら
れ

た
。

柳
宏
吉

（
一
九
五
五
）
に
よ
れ
ば
、
続
紀
の
分
注
は
五
三
例
あ
る
が
、
書
紀

と
比
べ
れ
ば
簡
潔
な
注
記
で
件
数
も
逢
か
に
少
な
い
と
い
え
よ
う
。

四
　
辞
書
的
記
述

以
下
で
は
、
前
掲
の
分
類
項
目
に
つ
い
て
、
注
の
実
例
と
も
に
解
説
す
る
。

書
紀
の
分
注
は
、
七
〇
八
箇
所
あ
る
。
ま
た
そ
の
中
に
は
前
述
の
よ
う
に
、

同

一
箇
所
に
複
数
の
内
容
を
含
む
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
項
目
数
は
九
二

五
と
な
る
。
ま
ず
、
国
語
学
的
に
重
要
な
訓
詰
と
し
て
の
辞
書
的
記
述
の
項

目
に
つ
い
て
、
全
用
例

（訓
注
、
漢
義
注
は
の
ぞ
く
）
を
見
て
み
よ
う
。

①
辞
書
的
記
述

【
訓
注
】

蜘
注
の
件
数
は
森
博
達

（
一
九
九

一
）
の
作
業
用
原
本

（訓
注
の
部
）
に

従
う
。
訓
注
は
三

一
五
例
で
、
分
注
総
数

（九
二
五
）
の
三
分
の

一
を
占
め

る
。
神
代
紀
に
お
け
る

一
書
の
訓
注
は
、　
一
書
自
体
が
割
書
の
た
め
、
さ
ら

に
区
別
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
、　
一
書
の
末
尾
に
ま
と
め
て
あ
げ
る
か
た
ち
を

と
る
の
を
基
本
と
す
る
。
訓
注
の
施
注
意
図
等
に
つ
い
て
は
現
在
、
毛
利
正

守

（
二
〇
〇
二
）
、
青
木
周
平

（
二
〇
〇
二
）
の
説
が
大
き
な
方
向
性
を
示

し
、
具
体
的
な
分
析
が
進
行
中
で
あ
る
。

【
音
注
】

音
注
は
十
例
。
内
訳
は
、
反
切
注
が
六
例
、
直
音
注
が
二
例
、
音
読
注
が

二
例
で
あ
る
が
、
反
切
注
の
五
例
が
巻

一
第
五
段
に
集
中
す
る
。



※

（番
号
は
、
巻
ヽ
分
類
項
目
別

Ｈ∪
ヽ
注
５
の
区
分
を
表
す
）

ｏ
く

８
て
，
　
大
日
雲
貴
。
此
云
於
保
比
屡
雲
能
武
智
。
／
音
力
丁
反
。

ｏ
て

８
ミ
＞
　
籠
此
云
於
箇
美
。
／
音
力
丁
反
。

ｏ
て

８
賓
＞
　
屁
此
云
愈
磨
理
。
／
音
乃
弔
反
。

ｏ
ｔ

８
ミ
＞
　
錐
此
云
之
伎
。
／
音
鳥
含
反
。

ｏ
て

８
望
＞
　
干
也
。
／
此
云
備
。

ｏ
て

８
Ｑ
＞
　
楯
此
云
波
茸
。
／
音
之
移
反
。

ｏ
ミ

８
ミ
＞
　
過
音
倭
。

ド疑

８
ｔ
ｏ
　
虐
此
云
哀
都
利
。
／
音
之
潤
反
。

ド
∞
ヽ
〇
〇
Φ
ヽ
０
　
詢
然立日
一れ
。

一
て

８
ミ
ｏ
　
皆
取
音
。

【
義
注
】

義
注
は
二
五
例
。
内
容
と
し
て
は
、
中
国
語
の
注
と
日
本
語
の
注
が
あ
る
。

前
者
を
漢
義
注

（十
六
例
）
、
後
者
を
倭
義
注

（九
例
）
と
呼
ぶ
こ
と
と
す

る
。
漢
義
注

・
倭
義
注
は
い
ず
れ
も
区
分
で
い
え
ば
Ａ

・
Ｃ
に
偏
在
し
、

Ｂ

・
Ｄ
に
は
な
い
。
漢
義
注
は
原
本
系

『
玉
篇
』
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
倭
義
注
は
不
明
で
あ
る
。

ｏ
く

８
て
＞
　
至
貴
日
尊
。
自
余
日
命
。
／
並
訓
美
挙
等
也
。
／
下
皆

数
此
。

ｏ
ミ

８
ミ
＞
　
赤
女
即
赤
鯛
也
。

ｏ
ミ

８
ｔ
＞
　
口
女
即
鮒
魚
也
。

ドミ

８
ミ
ｏ
　
称
レ
妻
為
レ
妹
、
／
蓋
古
之
俗
乎
。

ドミ

８
く
ｏ
　
餞
者
、
御
膳
之
物
也
。

ドミ

８
Ｑ
Ｏ
　

一
云
、
高
豆
母
利
麻
佐
、
／
皆
盈
積
之
貌
也
。

」
疑

８
ミ
ｏ
　
子
者
、
男
子
之
通
称
也
。

一
契

８
錠
ｏ
　
惟
神
者
、
謂
随
神
道
。
亦
謂
自
有
神
道
也
。

Ｎ
ｔ

８
く
ｏ
　
初
位
。
又
名
立
身
。

こ
の
う
ち

８
い
、
８
∞
は
第
十
段
の
本
書
と

一
書
の
間
で
い
ず
れ
も
注
を
含

む
か
た
ち
で
あ
る
点
共
通
す
る
。
∩

］
は
分
注

で
、
〈
〉
は
挿
入
句
を
表

す
）
唯
赤
女

［赤
女
。
鯛
魚
名
也
。
］
比
有
・一口
疾

一而
不
レ
来
。
　

　

（本
書
）

赤
女
久
有
・百
疾

・
〈或
云
赤
鯛
〉
疑
是
之
呑
乎
。
　
　

　

２

書
第

一
）

但
赤
女
有
・一口
疾

・不
レ
来
。
〈亦
云
、
口
女
有
・百
疾

し

即
急
召
至
。

（
一
書
第
二
）

海
神
召
二
赤
女

。
口
女

一問
之
。
時
口
女
、
自
レ
ロ
出
レ
鈎
以
奉
焉
。
〈赤

女
即
赤
鯛
也
。
口
女
即
鱗
魚
也
。
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
書
第
四
）

※
ち
な
み
に

一
書
第
二
は

「鯛
女
」
で
注
記
な
し
。

魚
名
で
あ
る

「赤
女

・
口
女
」
に
こ
の
よ
う
に
義
注
が
付
随
す
る
の
は
和
製

漢
語
ゆ
え
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
ら
は

「
一
書
」
に
お
い
て
も
巻

末
で
は
な
く
挿
入
句
と
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
義
注
は
い
ず
れ
も
Ａ
と
Ｃ

に
あ
る
。
Ｃ
に
は
森
氏
が

α
群
中
国
人
述
作
説
の
根
拠
と
も
し
て
い
る

８
ト

の
分
注
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
倭
義
注
が
い
わ
ゆ
る
β
群
に
存
在
し
な
い
こ

と
が
注
意
さ
れ
る
。

ま
た
、
義
注
と
訓
注
が
併
存
す
る
場
合
が
六
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
五
例
が

漢
義
注
と
で
あ
り
、
倭
義
注
と
の
例
は
先
掲

「
尊

・
命

［ミ
コ
ト
〓

の
み

で
あ
る
。
神
代
巻
以
外
の
二
例
は
い
ず
れ
も

「俗
」
が
補
記
さ
れ
て
他
の
訓



注
と
は
区
別
さ
れ
る
。
（番
号
は
、
巻
ヽ
区
分
を
表
す
）

８

ｏ
　
鹿
父
、
人
名
也
。
／
俗
呼
父
為
何
曾
。

民

ｏ
　
謂
海
中
嶋
曲
崎
岸
也
。
／
俗
云
美
佐
祁
。

神
代
巻
に
お
け
る
義
注
の
あ
り
方
は
、
音
注
の
施
注
目
的
の
不
明
さ
を
含
め
、

神
代
巻
で
独
特
の
様
相
を
見
せ
る
と
い
え
よ
う
。

【
名
義
注
】

名
義
注
は
三
二
例
。
い
ず
れ
も
固
有
名
詞
に
対
す
る
注
記
で
あ
り
、
い
ず

れ
も

「名

（也
こ

と
し
て
、
地
名

・
人
名

・
邑
名

・
島
名
と
い

っ
た
意
味

を
示
す
。

ｏ
ミ

８
て
＞
　
赤
女
鯛
魚
名
也
。

ｏ
賓

８
ミ
”
　
菟
狭
者
地
名
也
。
／
此
云
宇
佐
。

ドミ

８
ｔ
ｏ
　
螺
扇
、
人
名
。
／
此
云
須
我
。

いく

８
ミ
ｏ
　
使
主
日
下
部
連
之
名
也
。
／
使
主
、
此
云
於
瀬
。

い
く

８
契
ｏ
　
置
目
老
姫
名
也
。

卜ｔ

８
Ｑ
ｏ
　
鹿
父
、
人
名
也
。
／
俗
呼
父
為
何
曾
。

ド契

８
ミ
ｏ
　
高
向
者
、
越
前
国
邑
名
。

一ミ

８
錠
ｏ
　
演
慕
羅
島
名
也
。

ドて

８
ｔ
ｏ
　
背
評
地
名
。
／
亦
名
能
備
己
富
里
也
。

卜錠

８
ミ
ｏ
　
来
狭
々

・
登
伊
、
二
邑
名
也
。

ド錠

曰
く
ｏ
　
使
主

・
小
杵
、
皆
名
也
。

卜ｔ

８
ミ
０
　
二
人
名
也
。
／
己
見
上
文
。

ドｔ

８
賓
ｏ
　
謂
在
任
那
、
日
本
臣
名
也
。

ドｔ

８
ミ
ｏ
　
宮
名
。

卜
く

日
契
ｏ
　
弥
三
津
名
。

ドｔ

８
ｔ
ｏ
　
守
石

・
名
瀬
氷
、
皆
名
也
。

Ｈ
く

日
ぺ
ｏ
　
媛
名
也
。

Ｎ
て

８
錠
ｏ
　
阿
都
大
連
之
別
業
所
在
地
名
也
。

い
て

８
ｔ
ｏ
　
赤
梼
名
也
。
赤
梼
、
此
云
伊
知

・
。

い
く

Ｓ
ｔ
ｏ
　
萬
名
也
。

い
く

露
て
ｏ
　
武
庫
、
地
名
也
。

い
く

露
ミ
０
　
田
身
山
名
。
／
此
云
大
務
。

上
記
の
と
お
り
、
固
有
名
詞
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば

露
ド

「
武
庫
」
は
巻
二
五
以
前
の
巻
十
の
本
文
に
三
例
既
出
す
る
。

悉
集
於
武
庫
水
門
。

当
是
時
、
新
羅
調
使
、
共
宿
武
庫
。

既
而
率
其
三
婦
女
、
以
至
津
国
、
及
干
武
庫
、
而
天
皇
崩
之
。

そ
の
よ
う
な
中
で
巻
二
五
に
名
義
注
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
巻
に
よ
る
編
纂

者
の
相
違
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
如
上
の
注
記
を
辞
書
的
記

述
と
し
て

一
括
し
た
が
、
注
意
す
べ
き
は
訓
注
を
除
き
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
Ｃ

（
α
群
）
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
義
注
の
必
要
性
の

認
識
の
相
違
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

上
記
の
、
施
注
形
式
の
特
徴
の

一
と
し
て
、
小
泉
道

（
一
九
九
二
）
は
、

訓
注
が
単
独
注
だ
け
で
は
な
く
、
先
に
見
た
よ
う
な
他
の
注
記
と
並
記
さ
れ

る

「複
合
注
」
の
例
を
あ
げ
、
「上
代
の
主
要
文
献
に
は
ま
ず
見
当
た
ら
な

い
施
注
様
式
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
訓
注
を
含
む
複
合
注
は
、
二
七
例
存
す

る
。
用
例
は
省
略
す
る
が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
用
例
数
は
次
の
と
お
り
で



あ
る
。倭

義
注
／
訓
注
／
編
纂
注
　
（
１
例
）

異
文
／
由
来
／
訓
注
　
　
　
（
１
例
）

漢
義
注
／
訓
注
　
　
　
　
　
（
４
例
）

訓
注
／
漢
義
注
　
　
　
　
　
（
１
例
）

名
義
注
／
訓
注
　
　
　
　
　
（
５
例
）

訓
注
／
音
注

（反
切
）
　

　

（
６
例
）

音
注

（直
音
注
）
／
訓
注
　
（
１
例
）

訓
注
／
編
纂
注
　
　
　
　
　
（
１
例
）

異
名
／
訓
注
　
　
　
　
　
　
（３
例
）

訓
注
／
内
容
解
説
注
　
　
　
（
４
例
）

編
纂
注
が
後
ろ
に
来
る
の
は
当
然
だ
が
、
訓
注
を
基
準
に
見
た
場
合
、
「義

注
／
訓
注
」
「
訓
注
／
音
注
」
と
い
う
順
序
を
優
先
順
位
と
し
て
み
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

稿
者
が

『
日
本
書
紀
』
を
国
語
資
料
と
し
て
活
用
す
る
そ
の
意
図
は
、
日

本
に
お
け
る
漢
字
受
容
の
過
程
―
中
国
漢
文
か
ら
日
本
漢
文

へ
―
と
し
て
、

日
本
上
代
に
お
け
る
日
本
的
漢
字
運
用
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
意
図
を
有
効
に
す
る
区
分
論
は
、
編
纂
者
の
問
題
と
し
て

『
日
本

書
紀
』
の
成
立
に
深
く
関
わ
る
。
分
注
の
分
析
は
そ
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
作
業
の
前
提
と
な
る
作
業
用
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
分
類
の
概

要
は
示
し
た
が
、
具
体
例
は
国
語
学
に
寄
与
す
る
も
の
に
と
ど
め
た
。
分
類

お
よ
び

コ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
ま
た
修
正
も
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
デ
ー
タ
は

試
用
版
と
し
て
筆
者
の
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
、
修
訂
を
重
ね
る
予
定
で
あ
る
。

ご
批
正
を
請
う
。
今
後
は
上
代
文
献
に
お
け
る
漢
字
運
用
の
様
相
と
書
紀
編

者
に
よ
る
編
纂
の
様
相
の
両
面
を
視
野
に
調
査
を
続
け
、
『
日
本
書
紀
』
を

中
心
資
料
と
す
る
上
代
書
記
の
様
相
を
記
述
す
る
。

狂̈（１
）

小
島
憲
之

（
一
九
六
二
）
は
、
日
本
書
紀
の
成
立
時
点
に
お
い
て
注
が
備

わ
っ
て
い
る
そ
の
特
異
性
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
が
上
代
人
の
手
に
し
た
外

来
書
は
主
と
し
て
附
注
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
上
代
人
の
述
作
に
影
響
し
た
で

あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
３
一百
頁
）

（２
）

外
山
滋
比
古

（二
〇
〇
三
）
「異
本
と
古
典
」
に
よ
る
。

（３
）

本
稿
で
は
神
代
紀
の

「
一
書
」
を
注
と
は
見
な
さ
な
い
が
、
神
代
紀
巻

一

第
五
段
本
書
の
中
に

「
一
書
云
」
で
は
じ
ま
る
小
字
二
行
の
注
記
が
四
例
、

「
一
書
日
」
で
は
じ
ま
る
同
様
の
注
記
が
第
八
段
本
書
に
一
例
あ
り
、
そ
れ

ら
は
分
注
と
見
な
す
。

（４
）

神
代
巻
の
本
書
を
除
く

「
一
書
」
の
注
記
は
訓
注

・
義
注

・
音
注
が
ほ
と

ん
ど
を
占
め
る
が
、
唯

一
例
外
的
な
の
が
、
巻

一
第
五
段

一
書
第
六
の

「泉

津
平
坂
」
に
対
す
る
疑
問
注

「或
所
謂
泉
津
平
坂
者
。
不
復
別
有
虎
所
。
但

臨
死
氣
絶
之
際
。
是
之
謂
欺
。
」
で
あ
り
、
し
か
も

一
書
の
末
尾
に
付
さ
ず
、

本
文
の
句
中
に
挿
入
す
る
異
例
の
形
を
と
る
。

（５
）

書
紀
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
大
枠
と
し
て
森
博
達

（二
〇
〇
三
）
等
に
示

さ
れ
る
α
群

・
β
群
と
巻
三
十
が
あ
り
、
神
代
巻
を
区
別
す
る
も
の
と
し
て
、

榎
本
福
寿

（
一
九
七
八
）
の
Ｉ
～
Ⅲ
群
な
ど
あ
る
が
、
稿
者
は
本
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
た
め
に
次
の
四
区
分
を
便
宜
上
設
定
す
る
。

Ａ
　
巻

一
、
二

11



Ｂ
　
巻
三
～
十
三
、
三
二

。
二
二
、
二
八

・
二
九

Ｃ
　
巻
十
四
～
二

一
、
二
四
～
二
七

Ｄ
　
巻
三
十

（
６
）

七
〇
八
箇
所

（神
代
巻

「
一
書
」
中
の
注
記
は
含
め
て
い
な
い
）
の
数
値

は
固
定
し
て
不
動
で
あ
る
が
、
分
類
項
目
の
件
数

（九
二
五
）
は
、
現
段
階

に
お
い
て
、
そ
の
認
定
に
や
や
修
正
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

（
７
）

な
お
、
『
古
事
記
』
に
は
、
注
記
形
式
と
し
て

「
注
的
本
文
」
（中
村
啓

信
）
と
も
い
う
べ
き
、　
一
文
が
本
行
か
ら
割
書
に
続
く
注
記
形
式
が
あ
る
。

石
塚
晴
通

（
一
九
六
七
）
参
照
。

（８
）

な
お
、
「
天
吉
葛
此
云
阿
摩
能
興
佐
固
羅
。　
〓
ム
興
曾
豆
羅
。
」
「正
勝
此

云
麻
沙
何
。　
〓
本
麻
左
何
豆
。
」
（以
上
、
巻

一
）
の
よ
う
に
異
訓
が
並
記
さ

れ
る
二
例
は
、
同

一
語
に
対
す
る
訓
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
二
訓

一
セ
ッ
ト
で

数
え
る
。
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史
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記
日
本
書
紀
訓
注
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
予
定
で

あ
る
。
ご
批
正
を
請
う
。
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